
　新年を迎えまして早一か月が過ぎよう

としています。

　寒い日も多いですが、会員の皆様いかがお過ごし

ですか？

　いつもＰＴＡのいろいろな活動に御協力いただきまして、本部役員として本当に感謝しており

ます。私は本年度の会長をさせていただいております近藤でございます。

　本校ＰＴＡが平成28年度の文部科学大臣表彰を受賞できたことは、既に会員の皆様にはお知ら

せして御承知いただいていることと思います。平成26年度・27年度の本校のＰＴＡ活動が優れて

いた、ということで受賞することができました。昨年11月18日に東京のホテルニューオータニで

の表彰式の様子も、ホームページや会報紙「開拓」・前号のＰＴＡたよりなどでも皆様にお知ら

せさせていただきました。

　表彰式では文部科学大臣をはじめとして、様々な方の挨拶・祝辞がありましたが、たいへん感

動したのは、受賞者代表の謝辞として挨拶をされた熊本市ＰＴＡ協議会の緒方玲子氏の言葉です。

式の後、香田校長、林･山北前会長とも「最後の熊本の人の話、めっちゃよかったよねえ」と4人

で話しておりました。先日この謝辞の全文を先月発行の日本ＰＴＡの広報誌より入手することが

できました。是非輪中ＰＴＡの会員の皆様にも御紹介したいのでＰＴＡたよりの誌面をお借りし

て掲載させていただきます。

　　　「子ども」のために思いを一つに

　　　謝辞　　　受賞者代表　　　緒方玲子氏

　熊本市ＰＴＡ協議会で前年度まで会長をさせていただいており

ました緒方でございます。

　さて、本日は、多数のご来賓の皆様ご臨席のもと、かくも盛大

なしかも心温まる表彰式を遂行していただき、被表彰者を代表い

たしまして厚く御礼申し上げます。

　ここにおります被表彰者の誰もが、恐らく私と同じ気持ちであろうかと存じますが、今いただ

きました表彰状は決して私一人にいただいたものではございません。同じ活動の場で共に汗を流

し一緒に頑張った多くの仲間たち、お世話になった方々を代表して私が受け取ったのだと認識し

ております。ですから、それぞれの活動の場に帰りましたら、この喜びをしっかりと報告し分か

ち合い、明日の活動への励みとしたいと考えております。本当にありがとうございました。
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　さて、熊本、大分は、皆さんご存知のように今年4月に2回の大きな地震を経験いたしました。

あれから7か月、度重なる余震に怯えながらも確実に歩みを進め、今やっと日常の生活に戻りつ

つあります。当初、あまりにも突然の出来事に、何をすればよいのか、何から始めればよいのか、

ＰＴＡとしてまず子どもたちに何をするべきなのか、まったくわからない状態でした。ただ頭の

中は、不安と恐れと焦りと…、そんな感情でいっぱいだったような気がします。しかし、そのよ

うな中、全国のＰＴＡの皆様からたくさんの励ましや支援をいただきました。日Ｐを通してたく

さんの義援金もいただきました。皆様の温かい思いに触れ、どれだけ感謝し勇気づけられたこと

でしょう。いいえ、感謝という言葉だけでは言い表せない思いがそこにはありました。私たちは決して一人

ではない、支え励ましてくださる仲間が全国にいてちゃんと繋がっているのだということを実感

し、それが私たちが明日へと進むための後押しをしてくれたような気がします。皆様、本当にあ

りがとうございました。

　ＰＴＡは、あらゆる違うものをもった人たちの集まりです。年齢が違う、職業が違う、家庭環

境、感じ方、考え方、価値観等全てが違います。しかし、全てが違う中でたった一つだけ共通す

るものがあります。それは、「子どもたちのために何かをやろう。」という思いです。この同じ

思いをもって、全国が繋がり、子どもたちのために何かを生み出し育て、つくり上げていく…、

とても尊い活動だと私は思っています。

　熊本市ＰＴＡ協議会は、今年度、日本ＰＴＡ全国協議会に直接加盟をさせていただきました。

皆さんとの繋がりの中に身を置くことがいかに幸せなことか、繋がりがいかに尊いものであるか、

誰よりもよく知っています。そして、熊本市Ｐは、今、この繋がりの中で何をするべきか、何を

発信していくのか、模索しているところでしょう。精一杯頑張ることと思いますので、どうぞ今

後ともよろしくお願いいたします。

　さて、私は十数年間ＰＴＡ活動に携わってまいりましたが、その中でいつも強く感じているこ

とがありました。それは、子どもを想うということは、未来を想うということと同じではないか

ということです。子どもを憂うということは未来を憂うということであり、子どもたちのために

何かをするということは未来のために何かをすることではないかということです。子どもたちの

ために、未来のために、今までも今もこれからも、充実した活動を行っていかれます日本ＰＴＡ

全国協議会のますますの発展をお祈りいたしますとともに、現役の者はもちろんですが、私たち

ＰＴＡを卒業した者も、子どもたちのために未来のために、また違った側面からアプローチを続

けていくことをお約束いたしまして、被表彰者代表の謝辞とさせていただきます。本日は、あり

がとうございました。（原文どおり）

お知らせ

2/3（金）は、14：40から「伝統を引き継ぐ会」が輪之内町体育セン

ターにて行われます。また、13：20より各教室にて「3年生と語る会」

が行われます。

2/10（金）は「わのうち未来塾」として、大垣南高等学校フェンシン

グ部顧問である西脇一徳先生の講演がアーリオンホールにて14：50から

行われます。

両日とも多数の保護者の方のご参加お待ちしております。


